


















1) 以下，無事55イムItゑ念註jに対応する記述はない。?翌1L、随念経 (D.mDo-sde，No.279， 
Ya.55心配)の文言にt親独自の説明がなされている。
2) cf.中村元 5仏教諾大辞典j東京書籍， 1981iF. pp.lOO5a七
[等流}争関(本)から果(米)を流出するときに，盟条が相似していること。後に現れ
H:lた肉類のもの。 cf.稔{jJlJ師:lIT，論 r菩陵地J(大正威 30，p.502a) 
なお，仏身における等流は，受用身ないしそれに伴う変化身を指示する言葉として用い
































4) cf. r磁{加si!i地論Jr摂決択分」菩薩地 cr大正蔵 30，p.747c悶749a)
5) 六波羅蜜と福徳，智慈の二資綴や果との対応関係と，廻向の必姿性については，例えば















諸々の随好に CD.Ngi.59a4) よる装飾附，拐の関華11) 有情の活動領域・]行境
に)1草花、すること 12) [有情が]見れば)IR応しないことはないこと 13)J 
6) 如来の常伎については. <摂大采論)(cf..長尾[1987Jp.330， p.395) . <荘厳経論)lX rl笈提
品Jv.66を参n官。なおく摂大釆論)(cf.長尾 [1987Jpp.450-451)には，常{主のj去身から受用












8) cfMaha乞ryutpatti，375 (25).榊 [1981J
以下に説かれる仏の性質は.Mahavy"tpatti， 351 S XIX.以下の「諸経の中より抜撚せる如






9) cf.Mahぬ'Y"抑 ti，376 (26).榊 [1981J
10) cf. Mahavyゆ ati，377 (27). 榊 [1981J
11) cf. Mahavyut，仰ti，378 (28). 幹事 [1981J 
12) cf. Mahavy"抑的 379(29).榊 [1981J
13) cf. Mahavyutpatti， 380 (30).榊 [1981J
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というこの六匂によって，かの也:尊はどんな身体によって有情の利援をなさるかの
















それもまた， <聖無尽意所説経>17) fこ (D.Ngi.59bU精進の無尽を説いたなかに，福
14) cf.Edward Conze [1974J p.33 
asa，!slqtaprabh五vitahy arya-pudgalめ.(翌者たちは無為によって顕し出される)
鳩}Jt緩什訳 F会隣絞殺波緩蜜経 í一切賢~，皆以無為法帝王存差別j
15) cf. 律本事 'Du/ba'i gzhiJ D.No.1， Ga.129a 
出典について法尊は単に「経言Jとしている O
c王SylvainLevi [1907J p.99 k干antyaparicarasa，!pat / tath孟hitad asevanad ayatyad 
bahujanasupriyo bhavati / 
(忍郊による容認の成就。すなわち，それに専心することから，未来に多くの人に喜ばれる。)






17) cf.智厳共宝雲訳 ií~~尽芯:菩稜品J (大正蔵 13.No.397 -12， p192c23， Braarvig [1993J 
テキスト (cf.Braarvig[1993] )は Volume1 ，pp.47-48;英訳と研究 VolumeI ，pp.167-168を
参獄。 VolumeI ，p.liiに 7仏随念広註jへのヲ聞が指摘されている。
〈無尽主主所説経〉にはi投親作とされる元主釈(D.No.3994，mDo-'grel， Cilがあり.Volume 
立の英訳部分に詳しく参照されている。





























[1991J pp.264ω269を参照。?菩陵地jは建立品(大正蔵 30，p.566c“568c. <宝性論のヌド
{昂・註釈〉は高~奇口989J pp.168-174を参照。
さらに 18a句20aには，妙、相三十二と随好八十による荘厳の詳細を， <現観荘厳論>V1Iより














19) rtogs paとあるが，直後の何様な文章に gtogspaとあることから， gtogs paと読んだ。
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そのうち， 20)1諸々の随好による装飾jは，それらは[妙〕拐の附随物であるからで































23) cf. (摂大采論〉長尾 [1987]p.366， 河団長経論ji行住品Jxx-沼(1149
24) D.mDo-sde， No.279， Ya55a2-3 
25) cf. Mahavyutpatti， 381 (31)，榊口981]
26) cf. Mahavyu抑的:，382(32)，桝i日981]

























cf. r中部経!HnJ(r南伝大蔵経J9， pp.394-437) 
30) 居場所について釈尊に争いをしかけた夜叉の「アータヴァカ (λtavaka)Jと思われる。









32) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a3 
33) c五Maha匂yutpatti，384 (34).榊 [1981]
34) cf.Mah向yu伊 ti，385 (35).榊 [1981]
35) cf. Mahavyutpatti， 386 (36).榊 [1981]
36) cf. Mahavytゆati，387 (37)，榊 [1981]





























た。かの世尊は思繋のほ~J 城に発趣する者[であり. ] (D.Ngi.6la3) [なおかつ，
38) これは各々の種姓の有無が議論された後，その種姓に往する者がその遂に発越するのか，
あるいはすでに発趣したのかをいう。 cf.r稔伽郎地論r;ぢ問地J<r大iE歳 30，p.399bff.) 
39) D.dka'bzhin du (困難なとおりに)とあるが.P.bka'bzhin duを採る。

























cf.稔務!I日出地論 r菩陵地j成熟品 (r大正溺U30， p.497a)また，煩悩i穆の断により得られ
る解脱身は，仏I;tと声聞に共通するものとされている (cf.河訴訟三十論 v.30)
43) D.rnDo-sde， No.279， Ya.55a3-4 
44) cf. Mahavyutpatti， 388 (38).榊 [1981J
45) cf.Maha匂I)Iu抑 ti，389 (39).榊 [1981J
46) cf.Mahω1)1.ゆati，3∞(40).榊 [1981]
47) cf. Mahavyutpattι391 (41).榊 [1981J
48) cf.MahωI)Iutpatti， 392 (42).榊 [1981J




cf. (僚会論>VI vs.37 -38，磁倣締地論j「32:薩地J(r:;JclE蔵 30，r幸子提分品Jp.539b， r {i

























イェシェーギヱルツェン (26b)には， r~帝者品 (D.No.146， Pa， r大経j窓尼乾子所説経j
(大正蔵 9，No.272 p.344a)をIJ1m。
53) cf r食伽締地論["本地分J(大正威 30，p.359b)
54) 法尊には f迷離(問者)身毛竪立等言語過失jといってi淘き手にi期することとしているが，
根拠は未訴。
55) 音声の五支分については;稔伽飾品折合 (f大正蔵 30，p.359b)には「郡高置でないこと，
経易であること，雄朗であること，相応していること，義が妻子いこと」の五つとして，さ
らに説明されている O 出典については竺仏念訳 Z長!河合経j内「隠泣沙経J，律蔵 (cf.'Dul 
ba bzhi)等，六ト支分についてはく荘厳経論)，並びにその出所〈仏秘密殺〉等を参熊のこ
と (cf.袴谷p.207，Bhad.v4，宝積部上p.l71，中経1門 [2006Jpp.47 -48) 




56) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a4 





































さわしいとされている。 cf.ツルティム，藤仲 [2005]pp.146-147 

















日聖仏随念経j剖}に]I諸々の結 (Skt.grantha， Tib. mdud ba) を断った。熱悩
(Skt. paridaha， Tib. yongs su gdung ba)から解脱 (D.Ngi.62b2) した。渇愛67)から
61) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5 
62) 慈，界，処の語釈はアピダルマにおける標準的なものである。惑の語釈は(倶舎論)120 
と同釈を参照。〈決定義経註〉にも f慈J1立集まりの意味であり，それは経!tll-に説かれてい
るという o cf.本庄 [1989]p.49; 大乗i河箆逮腐袋詰言(大正蔵 31，No.1605 p.666c) 伺雑











66) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5 









































72) 通常は f欲流Ji有流Ji見流Ji 1!lli、明流」の1mつが挙げられるつ C王?磁俄!師地論 i本池
分J(r大lE蕨 30，p.375b叩376a).あるいは六根について六の主義流という場合もある。問「本
地分J(大正蔵 30，p.373a) .イェシェーギェルツェン (33bl-4)は，玄突訳;大乗何昆達
磨集論(大lE蔵 31，No.1605， p.677b-678a; c口-lo.1606，p.724b司725a)によって四結と三熱'送
と四若手流を説明している。四結は食心，答心，戒禁耳支え，見取，三熱悩l立会. R挺，燦， 四
暴流lま欲，手'i.n.無明とされている。
73) D.mDo-sde， No.279， Ya.55a5-6 
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きいが。 cf.長尾 [1987Jpp.290-293 









づくものであるが， r会{加部地論["菩薩地j菩提品 (r大正蔵 30，p.499a)にも関連した記
述がある。
77) cf. <摂大乗論〉長尾 [1987Jp.450， <荘厳経論>["菩提品 JMSA. IX 61; D.No.4020， 
Phi.lla7-b1; Levi [1907J p.45;和訳.宇井 [1979Jp.l66，袴谷，荒井 [1993Jp.146;に関する






れており，同じことが〈摂大乗論〉にも継承されている o cf. iJ9蔵文典研究会口981Jp.85; 
長尾 [1987]p.350，p.378 
また〈倶舎議〉智品羽 34には，諸仏は資怒と法身と衆生利益により平等で、あり，寿命と







































最!診の変化身の三つとして説明している。 cf.兵藤 [2000Jp.l71， 188 note112 
84) D.sprul pa'i sku diなどとなっている。 P.sprulpa'i skusを採る。































'di dag ni de bzhin gshegs pa'i yeshes yang dag pa'i che ba'i yon tan no/ I'Phags pa Sangs rgyasりes




gsa! ba'i sgron medJ東北No.6093Ba 1-61の科文
0.1C帰敬{昂)1b1 
































































. rー音説法の諸桔(部派史料編)J (r~n度学仏教学研究j 48-2. 2000年)









• a r三十ニ大人相の成立 (II)J(W印度学仏教学研究J40白1.1991年)
. b r八十種好J(r前田専学博士還暦記念論集 〈我〉の思想ふ春秋社. 1991年)





・向、川一乗仏教思想論集 第一巻 仏性思想論I.l(法裁館 2004. 向日ム性思想j
(文栄堂 1982年)の再録)
荻原雲来









. rダルマキールテイ宗教哲学の研究 増補版i木耳社. 1987年
合田秀行
. r無著における BuddhanusmrむについてJcr印度学仏教学研究.144-1. 1995年)
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. i無著における SanganusmrむについてJ(f精神科学.136. 1997) 
・7無著における DharmanusmrtiについてJ(r印度学仏教学研究j46-2. 1998) 
西蔵文典研究会



























































. rVasubandhuにおける三帰依の規定とその応用J(r仏教学セミナ 39. 1984年)
望月海慧
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